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豊かな感受性を育てる環境教育実践
一和田川の水質調査を通して－

堺市立庭代台小学校中村安子

きた。また、今までの学習（ものの溶け方・発芽

の条件）から、蒸発させて残留物を比べる.カイ

ワレダイコンの発芽を比べる方法で調べたり、参

考資料からＣＯＤのバックテスト・合成洗剤に含

まれる蛍光剤をプラヅクライトで調べる．ｐＨや
7,気伝難度などについても調べることになった。

各グループで実験結果をまとめ発表し話し合う

ことで、和田川の汚れについて児童なりの考えを

持つことができた。雨水は電気伝熱度－０が示す

ように、石鹸の泡立ちもよく蒸発残翻物もない。

しかし、その雨水が校舎や校庭を流れることによっ

て、いろいろなものを溶かし込んで川に流れ込む。

そして、和田川の水は、晒気伝轍度も商<なり泡

立ちも悪くなる。しかも、プラツクライトでよく

光り、合成洗剤つまり生活排水が流れ込んでいる

ことがわかった。また、カイワレダイコンの発芽

率が－赫悪<、これも合成洗剤の流入によるので

はないかと考えた。そして、調壷の結果をグラフ

や写其を使って、和田川の水質や環境についてま

とめ、学習を終えた。

１．はじめに

環境教育というと、ともすれば地球規模の環境

問題、例えば、地球温暖化、オゾン1Ｗの破壊、熱

帯雨林の減少、酸性雨、海洋汚染などが取り上げ

られがちである。また、児童もテレビ、新Ｍ１、雑

誌などでそれらの問題についてある程度の知識を

持っている。しかし、自分の1111題としてとらえる

までには至っていない。

本校区近くの和田川は、石瀧川の支流で、水質

は堺市環境保全部の生物学的調狂によると、Ⅲき

たない水となっている。上流の東川はＩきれいな

水で、生活排水などの流入により汚れてくるよう

だ。

そこで、この身近な和田川を教材とし、観察、

実験、調査などの体験学習を取り入れ、児童が身

の回りの環境にＩＨＩ心を持ち、意欲的に取り組むこ

とができるようにすることにより、児童一人一人

のものとして身に付き、その後の学習や生活に生

きて働く力となると考え実践を行った。

２．実践内容

児童（５年生）は、川や池の小さな生き物の学

習から校区の川や池の水に興味を持ち、和田川・

明治池を観察してその汚れに気づいた。そして、

和田川の汚れの程度やその原因について関心を持

ち調べてみたいという意欲を持った。どう調べた

らよいのかを図瞥室で調べたり話し合うことによっ

て、様々な方法で水質について調べることになっ

た。また、和田川や明治池だけではなく、雨水・

校舎や校庭を流れた水・遊びに行った川の水など

と比較しながら調べることになった。

水質調査の方法として、生活経験からの発想と

して、透明容器に水を入れて濁りをみる．採取し

た水に石鹸を入れて泡立ちをみる方法があがって

３．まとめ

和田川に何度か足を運ぶことによって、繊岸ｴ

ﾘﾄﾞがなされ近づきにくく汚れた川ではあるが、児

童はそこにもたくさんの生き物がたくましく生き

ていることを知ったり、水辺での活動の楽しさを

感じたりすることができたようだ。

また、身近な和田川を取り上げることによって、

水質を調べる方法を探したり、その結果と今まで

の知識や経験を関係づけたり意味づけたりして結

論を得るといった問題解決に意欲的に取り組むこ

とができた。そして、環境のIMI題を身近なものと

してとらえるようになってきている。

今後も、このように身近な環境を取り上げ問題

解決を繰り返すことにより、環境を見る目を育て、

環境11H麺の解決に対する関心と意欲を育てていき

たいと思っている。
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